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津
付
ダ
ム
建
設

事
業
の
中
止
と

今
後
の
治
水
対

策
に
つ
い
て 

 

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
気
仙
川

下
流
域
の
復
旧
復
興
に
向
け
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
に
合
わ
せ
、
気
仙
川

の
治
水
計
画
を
見
直
し
た
結
果
、
河
川
改
修

が
総
合
的
に
最
も
優
位
で
あ
る
と
判
断
し
、

平
成
25
年
８
月
に
津
付
ダ
ム
は
中
止
と
し

て
岩
手
県
政
策
評
価
委
員
会
（
大
規
模
事
業

評
価
専
門
委
員
会
）
に
諮
問
し
ま
し
た
。 

昨
年
８
月
か
ら
今
年
の
７
月
に
か
け
て

８
回
の
審
議
を
経
て
、
７
月
17
日
に
同
委

員
会
か
ら
知
事
あ
て
に
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
県
は
こ
の
答
申
を
受
け
、
７
月
28
日

に
対
応
方
針
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
河
川
改
修
に
よ
り
治
水
対
策
を
順

次
進
め
て
い
き
ま
す
。 

津
付

つ

づ

き

だ
よ
り 

○
答
申
内
容
（
７
月
17
日 

答
申
） 

「
要
検
討
（
中
止
）
」
と
し
た
県
の
評
価
は
妥

当
。
な
お
、
次
の
２
項
目
の
付
帯
意
見
。 

・
本
事
業
の
代
替
と
な
る
河
川
改
修
に
よ
る

気
仙
川
及
び
大
股
川
の
治
水
対
策
を
着
実
に

実
施
し
、
早
期
の
効
果
発
現
に
努
め
る
こ
と
。

・
河
川
改
修
事
業
の
事
業
期
間
内
に
気
仙
川

沿
川
で
洪
水
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ

の
評
価
と
対
策
に
つ
い
て
政
策
評
価
委
員
会

に
報
告
す
る
こ
と
。 

○
県
の
対
応
方
針
（
７
月
28
日 

決
定
） 

答
申
に
お
い
て
評
価
内
容
が
妥
当
と
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
津
付
ダ
ム
建
設
事
業
を
中

止
す
る
。
な
お
、
付
帯
意
見
に
は
次
の
と
お

り
対
応
す
る
。 

・
本
事
業
の
代
替
と
な
る
河
川
改
修
に
よ
る

気
仙
川
及
び
大
股
川
の
治
水
対
策
を
着
実
に

実
施
し
、
早
期
の
効
果
発
現
に
努
め
る
。 

・
河
川
改
修
事
業
の
事
業
期
間
内
に
気
仙
川

沿
川
で
洪
水
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ

の
評
価
と
対
策
に
つ
い
て
政
策
評
価
委
員
会

に
報
告
す
る
。 

発行所 

沿岸広域振興局土木部 

大 船 渡 土 木 セ ン タ ー

津 付 ダ ム建 設事 務 所

 

 

〒029-2311 

気仙郡住田町世田米 

字川向 102-1 

TEL  0192-22-8182 

FAX  0192-46-3715 

 

 

 

 

気
仙
川
・
大
股
川
の
新

た
な
治
水
対
策
に
係
る

説
明
会
を
開
催 

津
付
ダ
ム
建
設
事
業
中
止
の
経
緯
、
今

後
の
治
水
対
策
の
手
法
及
び
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
、
８
月
21
日
に
住
田

町
、
８
月
22
日
に
陸
前
高
田
市
で
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
河
川
改
修
に
必
要
な
測
量

設
計
、
河
川
内
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
土

砂
の
撤
去
を
一
部
実
施
し
、
気
仙
川
に
つ

い
て
は
平
成
27
年
３
月
、
大
股
川
に
つ

い
て
は
８
月
頃
、
計
画
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
質
問
意
見
と
回
答 

○
河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
意

見
を
反
映
し
た
計
画
と
な
る
の
か
。 

（
回
答
）
計
画
に
手
戻
り
が
生
じ
な
い
よ

う
、
住
民
意
見
を
反
映
し
た
も
の
と
す

る
。 

○
流
域
の
沢
水
に
よ
る
被
害
も
顕
著
で

あ
る
が
、
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。 

（
回
答
）
ど
の
よ
う
な
手
法
が
導
入
可
能

か
、
砂
防
事
業
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。 

○
河
道
内
に
貯
ま
っ
た
土
砂
撤
去
は
、
定

期
・
定
量
的
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。 

（
回
答
）
通
常
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び

ポ
ー
ル
等
の
設
置
に
よ
る
堆
積
状
況
の

確
認
を
行
い
、
適
切
な
対
応
を
行
う
。 

○
気
仙
川
の
支
川
で
あ
る
矢
作
川
の
河

川
改
修
も
進
め
て
ほ
し
い
。 

（
回
答
）
平
成
25
年
度
も
被
害
を
受
け

て
お
り
、
一
部
対
策
を
進
め
て
い
る
。
全

川
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。 

  

「津付だより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局」⇒「沿岸広域振興

局（大船渡）」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

≪8月 21 日（木） 

：住田町での説明会 

の様子≫ 

≪8月 22 日（金） 

：陸前高田市での 

   説明会の様子≫ 



 

 

■「津付道路」は、延長約２．７km の全区間の工事を終え１０月２６日（日）午後３時に開通し

ます。 

  

開通を前に、利用する皆さんに親しまれる道路になってもらいたいとの願いから、開通前の道

路を歩く<道路探訪会>を１０月１３日（月）に開催します。現在、申し込みを受付中です。 

 

 国道３９７号は、震災後、沿岸地域の復旧・復興を支援する復興支援道路に位置づけられてい

ます。津付道路は、工事区間内には３つの橋、３つのトンネルの建設をしております。 

なお、橋やトンネルそれぞれの銘板は、地元の小中学校の児童・生徒の皆さんに揮毫していた

だいたものを取り付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今号より津付ダムだよりから津付だよりに名称を変更しています。 

ダム建設事業は中止しましたが、今後、ダムに替わる河川改修を進めていきます。 

一般国道３９７号 津付道路のお知らせ 

≪子飼沢橋の現在の状況≫ ≪子飼沢ﾄﾝﾈﾙ坑口の状況≫≪２工区の現在の状況≫

至 大船渡市

至 奥州市 

至 大船渡市 至 奥州市 

至 奥州市 至 大船渡市

中井トンネル 
子飼沢トンネル 

子飼沢トンネル 

凡 例 

 
津付ﾄﾝﾈﾙ L=224m 

照明設備(設置)工 

中井ﾄﾝﾈﾙ L=423m 

照明設備（設置）工 

一ノ渡大橋 

L=140m 

落合大橋 

L=153m 

  子飼沢ﾄﾝﾈﾙ L=901ｍ 

本体工、舗装工、照明・非常用設備(設置)工 

子飼沢橋 

L=32.5m 

１工区 

舗装工 

 

２工区 

３工区 

舗装工 

４工区 

舗装工 

昨年度までの 

工事実施済箇所 

平成 26 年度 

工事実施箇所 

他事業 

工事実施箇所 

至 

奥
州
市 

子飼沢橋 
落合大橋 


